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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　持続的スケジューリング（ＰＳ）での使用のために、基地局（ＢＳ）に、前記ＵＥにつ
いての１つまたは複数のトラフィック要求に関する情報をシグナリングすることと、
　前記ＵＥについてのトラフィックの１つまたは複数のＰＳ機会を指示するシグナリング
を前記ＢＳから受信することと、
　トラフィックが予期されないときに、ＰＳ機会とＰＳ機会との間に１つまたは複数の無
線コンポーネントをパワーダウンすることと、
　前記ＰＳ機会のために前記無線コンポーネントをパワーオンすることと、
　前記ＰＳ機会のうちの１つと同じサブフレーム内で、前記ＢＳから、ダウンリンクトラ
フィックの指示を受信することと、
　次のＰＳ機会の前に前記ＵＥが送る、アップリンクデータを備えるアップリンクトラフ
ィックを検出することと、
　前記次のＰＳ機会の前に前記ＵＥが送るまたは受信する、前記アップリンクトラフィッ
クまたは前記ダウンリンクトラフィックのうちの少なくとも１つのために、前記無線コン
ポーネントに対しパワーオンするかまたは電力を維持することと、
　前記ＢＳに前記アップリンクデータをシグナリングするために、ランダムアクセスチャ
ネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行することと、
　前記ＲＡＣＨプロシージャを通して、前記ＵＥのユニークアイデンティティを示すこと
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と、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記情報は、予期されるダウンリンクおよびアップリンクトラフィック到着率、遅延許
容量、またはトラフィックサイズのうちの少なくとも１つを備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記無線コンポーネントがＰＳ機会とＰＳ機会との間でパワーダウンされる間、
　　アップリンク（ＵＬ）割当についてモニタリングすることと、
　　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）の再送のためにウェイクアップすることと、
　　物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）をモニタリングすることと、
　のうちの１つまたは複数を実行することを控えることをさらに備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項４】
　前記ダウンリンクトラフィックの前記指示は、ダウンリンク物理制御チャネル、または
前記ＰＳ機会において受信されるデータチャネルの１つまたは複数のビットのうちの少な
くとも１つにおいて受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記受信することは、前記ＵＥのためのダウンリンクデータを指示するページを検出す
ることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ダウンリンクデータについての情報をスケジューリングすることは、物理ダウンリ
ンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または発展型ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）のうちの少な
くとも１つにおいて提供される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記無線コンポーネントをパワーオンした後に、規格によって定義された全周波数ラス
タセットのうちの１つのサブセットである制限された周波数ラスタセットを探索すること
、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記次のＰＳ機会中、持続的スケジューリングされないリソースにおいて前記ＵＥが送
るまたは受信する他のトラフィックを検出することと、
　前記次のＰＳ機会中、持続的スケジューリングされないリソースにおいて前記ＵＥが送
るまたは受信する前記他のトラフィックのために前記無線コンポーネントに対しパワーオ
ンするかまたは電力を維持することと、
　さらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記次のＰＳ機会中、持続的スケジューリングされないリソースにおいて前記ＵＥが送
るまたは受信する前記他のトラフィックは、アップリンクデータを備え、前記方法はさら
に、
　前記ＢＳに前記アップリンクデータをシグナリングするために別のランダムアクセスチ
ャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行することと、
　前記ＲＡＣＨプロシージャにおいて前記ＵＥの無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ
）を示すことと、
　を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　持続的スケジューリング（ＰＳ）での使用のために、基地局（ＢＳ）に、前記装置に
ついての１つまたは複数のトラフィック要求に関する情報をシグナリングすることと、
　　前記装置についてのトラフィックの１つまたは複数のＰＳ機会を指示するシグナリン
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グを前記ＢＳから受信することと、
　　トラフィックが予期されないときに、ＰＳ機会とＰＳ機会との間に１つまたは複数の
無線コンポーネントをパワーダウンすることと、
　　前記ＰＳ機会のために前記無線コンポーネントをパワーオンすることと、
　　前記ＰＳ機会のうちの１つと同じサブフレーム内で、前記ＢＳから、ダウンリンクト
ラフィックの指示を受信することと、
　　次のＰＳ機会の前に前記装置が送る、アップリンクデータを備えるアップリンクトラ
フィックを検出することと、
　　前記次のＰＳ機会の前に前記装置が送るまたは受信する、前記アップリンクトラフィ
ックまたは前記ダウンリンクトラフィックのうちの少なくとも１つのために、前記無線コ
ンポーネントに対しパワーオンするかまたは電力を維持することと、
　前記ＢＳに前記アップリンクデータをシグナリングするために、ランダムアクセスチャ
ネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行することと、
　前記ＲＡＣＨプロシージャを通して、前記装置のユニークアイデンティティを示すこと
と、
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える、装置。
【請求項１１】
　トラフィック要求に関する前記情報は、予期されるダウンリンクおよびアップリンクト
ラフィック到着率、遅延許容量、またはトラフィックサイズのうちの少なくとも１つを備
える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記無線コンポーネントがＰＳ機会とＰＳ機会との間でパワーダウンされる間、前記装
置は、
　　アップリンク（ＵＬ）割当についてモニタリングすることと、
　　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）の再送のためにウェイクアップすることと、
　　物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）をモニタリングすることと、
　のうちの１つまたは複数を控える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ダウンリンクトラフィックの前記指示は、ダウンリンク物理制御チャネル、または
前記ＰＳ機会において受信されるデータチャネルの１つまたは複数のビット、のうちの少
なくとも１つにおいて受信される、請求項１０に記載の装置。
【請求項１４】
　前記受信することは、前記装置のためのダウンリンクデータを指示するページを検出す
ることを備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ダウンリンクデータのための情報をスケジューリングすることは、物理ダウンリン
ク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または発展型ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）のうちの少なく
とも１つにおいて提供される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　前記無線コンポーネントをパワーオンした後に、規格によって定義された全周波数ラス
タセットのうちの１つのサブセットである制限された周波数ラスタセットを探索すること
、
　を行うように構成される、請求項１０に記載の装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　前記次のＰＳ機会中、持続的スケジューリングされないリソースにおいて前記装置が送
るまたは受信する他のトラフィックを検出することと、
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　前記次のＰＳ機会中、持続的スケジューリングされないリソースにおいて前記装置が送
るまたは受信する前記他のトラフィックのために前記無線コンポーネントに対しパワーオ
ンするかまたは電力を維持することと、
　を行うように構成される、請求項１０に記載の装置。
【請求項１８】
　前記次のＰＳ機会中、持続的スケジューリングされないリソースにおいて前記装置が送
るまたは受信する前記他のトラフィックは、アップリンクデータを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　　前記ＢＳに前記アップリンクデータをシグナリングするために別のランダムアクセス
チャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行することと、
　　前記ＲＡＣＨプロシージャにおいて前記装置の無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴ
Ｉ）を示すことと、
　を行うように構成される、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　持続的スケジューリング（ＰＳ）での使用のために、基地局（ＢＳ）に、前記装置につ
いての１つまたは複数のトラフィック要求に関する情報をシグナリングするための手段と
、
　前記装置についてのトラフィックの１つまたは複数のＰＳ機会を指示するシグナリング
を前記ＢＳから受信するための手段と、
　トラフィックが予期されないときに、ＰＳ機会とＰＳ機会との間に無線コンポーネント
をパワーダウンするための手段と、
　前記ＰＳ機会のために前記無線コンポーネントをパワーオンするための手段と、
　前記ＰＳ機会のうちの１つと同じサブフレーム内で、前記ＢＳから、ダウンリンクトラ
フィックの指示を受信するための手段と、
　次のＰＳ機会の前に前記装置が送る、アップリンクデータを備えるアップリンクトラフ
ィックを検出するための手段と、
　前記次のＰＳ機会の前に前記装置が送るまたは受信する、前記アップリンクトラフィッ
クまたは前記ダウンリンクトラフィックのうちの少なくとも１つのために、前記無線コン
ポーネントに対しパワーオンするかまたは電力を維持するための手段と、
　前記ＢＳに前記アップリンクデータをシグナリングするために、ランダムアクセスチャ
ネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行するための手段と、
　前記ＲＡＣＨプロシージャを通して、前記装置のユニークアイデンティティを示すため
の手段と、
　を備える、装置。
【請求項２０】
　命令を備える非一時的なコンピュータ読取可能媒体であって、前記命令は、
　持続的スケジューリング（ＰＳ）での使用のために、基地局（ＢＳ）に、ユーザ機器（
ＵＥ）についての１つまたは複数のトラフィック要求に関する情報をシグナリングするこ
とと、
　前記ＵＥについてのトラフィックの１つまたは複数のＰＳ機会を指示するシグナリング
を前記ＢＳから受信することと、
　トラフィックが予期されないときに、ＰＳ機会とＰＳ機会との間にＵＥの無線コンポー
ネントをパワーダウンすることと、
　前記ＰＳ機会のために前記無線コンポーネントをパワーオンすることと、
　前記ＰＳ機会のうちの１つと同じサブフレーム内で、前記ＢＳから、ダウンリンクトラ
フィックの指示を受信することと、
　次のＰＳ機会の前に前記装置が送る、アップリンクデータを備えるアップリンクトラフ
ィックを検出することと、
　前記次のＰＳ機会の前に前記ＵＥが送るまたは受信する、前記アップリンクトラフィッ
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クまたは前記ダウンリンクトラフィックのうちの少なくとも１つのために、前記無線コン
ポーネントに対しパワーオンするかまたは電力を維持することと、
　前記ＢＳに前記アップリンクデータをシグナリングするために、ランダムアクセスチャ
ネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行することと、
　前記ＲＡＣＨプロシージャを通して、前記ＵＥのユニークアイデンティティを示すこと
と、
　を行うように実行可能である、非一時的なコンピュータ読取可能媒体。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　本特許出願は、本願の譲受人に対して譲渡され、その全体が本明細書における参照によ
りこれによって明示的に組み込まれた、２０１３年１月１７日に出願された米国仮特許出
願第６１／７５３，８３９号の優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本開示の特定の態様は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より具体的には、ロングター
ムエボリューション（ＬＴＥ）ベースのマシン型通信（ＭＴＣ）の電力効率のよい動作の
ための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、データなどのような様々なタイプの通信コ
ンテンツを提供するように広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステ
ムリソース（例えば、帯域幅および送信電力など）を共有することによって複数のユーザ
との通信をサポートすることができる多元接続システムであり得る。このような多元接続
システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）
システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、第３世代パートナーシッププロジ
ェクト（３ＧＰＰ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）／ＬＴＥアドバンストシス
テム、および、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末のための
通信を同時にサポートすることができる。各端末は、順方向リンクと逆方向リンク上の送
信を介して、１つまたは複数の基地局と通信する。順方向リンク（すなわちダウンリンク
）は、基地局から端末への通信リンクを指し、逆方向リンク（すなわちアップリンク）は
、端末から基地局への通信リンクを指す。この通信リンクは、単一入力単一出力、多入力
単一出力、または多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立され得る。
【０００５】
　[0005]　ワイヤレス通信ネットワークは、多数のワイヤレスデバイスのための通信をサ
ポートすることができる多数の基地局を含み得る。ワイヤレスデバイスは、ユーザ機器（
ＵＥ）および遠隔デバイスを備える。ＵＥは、人物による直接の制御の下で動作するデバ
イスである。ＵＥのいくつかの例は、セルラフォン、スマートフォン、携帯情報端末（Ｐ
ＤＡ）、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、タブレット、ラップトップコンピュ
ータ、ネットブック、スマートブック、ウルトラブックなどを含む。遠隔デバイスは、人
物によって直接的に制御されることなく動作するデバイスである。遠隔デバイスのいくつ
かの例は、センサ、メーター、ロケーションタグなどを含む。遠隔デバイスは、基地局、
別の遠隔デバイス、または何らかの他のエンティティと通信し得る。マシン型通信（ＭＴ
Ｃ）は、通信の少なくとも一方の端にの、少なくとも１つの遠隔デバイスを含む通信を指
す。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]　本開示の特定の態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方
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法を提供する。方法は、一般に、持続的スケジューリング（ＰＳ）での使用のために、基
地局（ＢＳ）に、ＵＥについてのトラフィック要求に関する情報をシグナリングすること
と、ＵＥについてのトラフィックのＰＳ機会を示すシグナリングをＢＳから受信すること
と、ＰＳ機会のために無線コンポーネントをパワーオンすることと、トラフィックが予期
されないときに、ＰＳ機会とＰＳ機会との間に無線コンポーネントをパワーダウンするこ
とと、を含む。
【０００７】
　[0007]　本開示の特定の態様は、無線通信のための装置を提供する。装置は、一般に、
ＰＳでの使用のために、ＢＳに、装置についてのトラフィック要求に関する情報をシグナ
リングすることと、装置についてのトラフィックのＰＳ機会を示すシグナリングをＢＳか
ら受信することと、ＰＳ機会のために無線コンポーネントをパワーオンすることと、トラ
フィックが予期されないときに、ＰＳ機会とＰＳ機会との間に無線コンポーネントをパワ
ーダウンすることと、を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、少なくと
も１つのプロセッサに結合されたメモリと、を含む。
【０００８】
　[0008]　本開示の特定の態様は、ＢＳによるワイヤレス通信の方法を提供する。方法は
、一般に、ＵＥについてのトラフィック要求についての情報を受信することと、受信され
た情報に基づいて生成された、ＵＥがトラフィックを送るまたは受信するためのＰＳ機会
に関する情報を、ＵＥにシグナリングすることと、少なくともいくつかのＰＳ機会中、Ｕ
Ｅとデータを交換することと、を含む。
【０００９】
　[0009]　本開示の特定の態様は、無線通信のための装置を提供する。装置は、一般に、
ＵＥについてのトラフィック要求に関する情報を受信することと、受信された情報に基づ
いて生成された、ＵＥがトラフィックを送るまたは受信するためのＰＳ機会に関する情報
を、ＵＥにシグナリングすることと、少なくともいくつかのＰＳ機会中、ＵＥとデータを
交換することと、を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも１
つのプロセッサに結合されたメモリと、を含む。
【００１０】
　[0010]　本開示の特定の態様は、無線通信のための装置を提供する。装置は、一般に、
ＰＳでの使用のために基地局（ＢＳ）に、装置についてのトラフィック要求に関する情報
をシグナリングするための手段と、装置についてトラフィックのＰＳ機会を示すシグナリ
ングをＢＳから受信するための手段と、ＰＳ機会のために無線コンポーネントをパワーオ
ンするための手段と、トラフィックが予期されないときに、ＰＳ機会とＰＳ機会との間に
無線コンポーネントをパワーダウンするための手段と、を含む。
【００１１】
　[0011]　本開示の特定の態様は、命令を備える非一時的なコンピュータ読取可能媒体を
備えるコンピュータプログラム製品を提供する。命令は、一般に、コンピュータに、ＰＳ
での使用のために、ＢＳに、コンピュータについてのトラフィック要求に関する情報をシ
グナリングすることと、コンピュータについてのトラフィックのＰＳ機会を示すシグナリ
ングをＢＳから受信することと、ＰＳ機会のために無線コンポーネントをパワーオンする
ことと、トラフィックが予期されないときに、ＰＳ機会とＰＳ機会との間に無線コンポー
ネントをパワーダウンすることと、を行わせるためにコンピュータによって実行可能であ
る。
【００１２】
　[0012]　本開示の特定の態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方
法を提供する。方法は、一般に、パワーオフされた状態からパワーアップすることと、１
つまたは複数の無線コンポーネントをパワーオンした後に、規格によって定義された全周
波数ラスタセットのうちの１つのサブセットである制限された周波数ラスタセットを探索
することと、を含む。
【００１３】
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　[0013]　本開示の特定の態様は、無線通信のための装置を提供する。装置は、一般に、
パワーオフされた状態からパワーアップすることと、１つまたは複数の無線コンポーネン
トをパワーオンした後に、規格によって定義された全周波数ラスタセットのうちの１つの
サブセットである制限された周波数ラスタセットを探索することと、を行うように構成さ
れた少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
、を含む。
【００１４】
　[0014]　方法、装置、システム、コンピュータプログラム製品、および処理システムを
含む多数の他の態様が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本開示の特定の態様に従った、無線通信ネットワークの例を概念的に例
示するブロック図である。
【図２】図２は、本開示の特定の態様に従った、ワイヤレス通信ネットワークにおいてユ
ーザ機器（ＵＥ）と通信している基地局の例を概念的に示すブロック図を示す。
【図３】図３は、本開示の特定の態様に従った、無線通信ネットワークにおけるフレーム
構造の例を概念的に例示するブロック図である。
【図４】図４は、ノーマルサイクリックプレフィックスを用いた２つの例示的なサブフレ
ームフォーマットを概念的に図示するブロック図である。
【図５】図５は、本開示の特定の態様に従った、ＰＳチャネルの例を図示する。
【図６】図６は、本開示の特定の態様に従った、補足持続的スケジューリングされた（Ｓ
－ＰＳ：Supplemental Persistently Scheduled）チャネルの例を図示する。
【図７】図７は、本開示の特定の態様に従った、ＲＡＣＨ／ページングを使用する緊急ト
ラフィックの処理を図示する。
【図８】図８は、セルラネットワーク内のＭＴＣデバイスの動作を図示し、本開示の特定
の態様に従った、ＭＴＣデバイスが短い時間期間の間のみでどのようにアクティブである
か、局部セル（local cell）によってそれに割り当てられるサブフレームとどのように同
期化されるかを示す。
【図９】図９は、本開示の特定の態様に従った、ＵＥによるワイヤレス通信のための動作
の例を図示する。
【図１０】図１０は、本開示の特定の態様に従った、ＢＳによるワイヤレス通信のための
動作の例を図示する。
【図１１】図１１は、本開示の特定の態様に従った、ＵＥによるワイヤレス通信のための
動作の例を図示する。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　[0026]　本開示の態様は、アップリンクカバレッジを強化するための技法を提供する。
【００１７】
　[0027]　本明細書で説明される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、
ＳＣ－ＦＤＭＡ、のような様々なワイヤレス通信ネットワークおよび他のネットワークに
対して使用され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば区別
なく使用される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ：
Universal Terrestrial Radio Access）、ｃｄｍａ２０００等のような無線技術を実装し
得る。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））、時分割同期ＣＤＭＡ（
ＴＤ－ＳＤＭＡ）、およびＣＤＭＡの他の変形を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０
００規格、ＩＳ－９５規格、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡネットワー
クは、グローバル移動体通信システム（ＧＳＭ）（登録商標）のような無線技術を実装し
得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、進化型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ウ
ルトラモバイル帯域幅（ＵＭＢ：Ultra Mobile Bandwidth）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗ
ｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ
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８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などのような無線技術を実装し得る。
ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）の
一部である。周波数分割多重（ＦＤＤ）および時分割多重（ＴＤＤ）の両方における３Ｇ
ＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ
）は、ダウンリンクではＯＦＤＭＡを、アップリンクではＳＣ－ＦＤＭＡを適用する、Ｅ
－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新たなリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭ
ＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」
（３ＧＰＰ）と名づけられた団体からの文書内で説明されている。ｃｄｍａ２０００およ
びＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と名づけられ
た団体からの文書内で説明されている。本明細書で説明される技法は、上述されたワイヤ
レスネットワークおよび無線技法、並びに、他のワイヤレスネットワークおよび無線技法
に対して使用され得る。明確化のために、これらの技法の特定の態様は、ＬＴＥ／ＬＴＥ
－アドバンストについて下記に説明されており、ＬＴＥ／ＬＴＥ－アドバンストの専門用
語が下記の説明の大部分で使用され得る。
【００１８】
　[0028]　図１は、ＬＴＥネットワークまたは何らかの他のネットワークであり得るワイ
ヤレス通信ネットワーク１００を示す。ワイヤレスネットワーク１００は、多数の発展型
ノードＢ（ｅＮＢ）１１０および他のネットワークエンティティを含み得る。ｅＮＢは、
ＵＥと通信するエンティティであり、また、基地局、ノードＢ、アクセスポイントなどと
も呼ばれ得る。各ｅＮＢは、特定の地理的エリアのための通信カバレッジを提供し得る。
３ＧＰＰでは、「セル」という用語は、用語が使用されるコンテキストに依存して、この
カバレッジエリアにサービスする（serving）ｅＮＢおよび／またはｅＮＢサブシステム
のカバレッジエリアを指すことができる。
【００１９】
　[0029]　ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または、他のタイ
プのセルに対して通信カバレッジを提供し得る。マクロセルは、比較的大きな地理的エリ
ア（例えば、半径数キロ）をカバーし、サービスに加入しているＵＥによる無制限アクセ
スを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし、サービスに加入
しているＵＥによる無制限のアクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さい地
理的エリア（例えば、ホーム）をカバーし、このフェムトセルと関連性のあるＵＥ（例え
ば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group）内のＵＥ）による
制限付きアクセスを可能にし得る。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれ
得る。ピコセルのためのｅＮＢは、ピコｅＮＢと呼ばれ得る。フェムトセルのためのｅＮ
Ｂは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）と呼ばれ得る。図１に示される例
では、ｅＮＢ１１０ａは、マクロセル１０２ａのためのマクロｅＮＢであり得、ｅＮＢ１
１０ｂは、ピコセル１０２ｂのためのピコｅＮＢであり得、ｅＮＢ１１０ｃは、フェムト
セル１０２ｃのためのフェムトｅＮＢであり得る。ｅＮＢは、１つまたは複数の（例えば
、３つの）セルをサポートし得る。用語「ｅＮＢ」、「基地局」および「セル」は、本明
細書において交換可能に使用され得る。
【００２０】
　[0030]　ワイヤレスネットワーク１００はまた、中継局（relay station）を含み得る
。中継局は、アップストリーム局（例えば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータの送信を受信
し、ダウンストリーム局（例えば、ＵＥまたはｅＮＢ）にデータの送信を送ることができ
るエンティティである。中継局はまた、他のＵＥのための送信を中継することができるＵ
Ｅであり得る。図１に示される例では、中継局１１０ｄは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ １２
０ｄの間の通信を容易にするために、マクロｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ １２０ｄと通信
し得る。中継局は、中継ｅＮＢ、中継基地局、リレーなどとも呼ばれ得る。
【００２１】
　[0031]　ワイヤレスネットワーク１００は、異なるタイプのｅＮＢ、例えば、マクロｅ
ＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、中継ｅＮＢなどを含む異種ネットワークであり得る



(9) JP 6321040 B2 2018.5.9

10

20

30

40

50

。これらの異なるタイプのｅＮＢは、ワイヤレスネットワーク１００において、異なる送
信電力レベル、異なるカバレッジエリア、および干渉に対する異なる影響を有し得る。例
えば、マクロｅＮＢｓが、高い送信電力レベル（例えば、５から４０ワット）を有し得る
一方、ピコｅＮＢｓ、フェムトｅＮＢｓ、および中継ｅＮＢは、より低い送信電力レベル
（例えば、０．１から２ワット）を有し得る。
【００２２】
　[0032]　ネットワークコントローラ１３０は、これらｅＮＢのセットに結合し、これら
ｅＮＢに対して協調と制御を提供し得る。ネットワークコントローラ１３０は、バックホ
ールを介してｅＮＢと通信し得る。ｅＮＢはまた、例えば直接的に、あるいはワイヤレス
またはワイヤーラインバックホールを介して間接的に互いに通信し得る。
【００２３】
　[0033]　ＵＥ １２０（例えば、１２０ａ、１２０ｂ、１２０ｃ）は、ワイヤレスネッ
トワーク１００にわたって分散しており、各ＵＥはまた、固定式または移動式であり得る
。ＵＥは、アクセス端末、端末、移動局、加入者ユニット、局などとも称され得る。ＵＥ
は、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス
、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、コードレス電話、無線ローカルル
ープ（ＷＬＬ）局、タブレット、スマートフォン、ネットブック、スマートブック、ウル
トラブックなどであり得る。図１において、両矢印付きの実線は、ＵＥと、サービングｅ
ＮＢとの間の所望の送信を示し、これらは、ダウンリンクおよび／またはアップリンクで
ＵＥにサービスするように指定されたｅＮＢである。両矢印付きの点線は、ＵＥとｅＮＢ
との間の送信に干渉する可能性があることを示す。
【００２４】
　[0034]　図２は、基地局／ｅＮＢ １１０およびＵＥ １２０の設計のブロック図を示し
、これらは、図１における基地局／ｅＮＢのうちの１つおよびＵＥのうちの１つであり得
る。基地局１１０には、Ｔ本のアンテナ２３４ａ～２３４ｔが装備され得、ＵＥ １２０
は、Ｒ本のアンテナ２５２ａ～２５２ｒが装備され得、ここで、一般に、Ｔ≧１およびＲ
≧１である。
【００２５】
　[0035]　基地局１１０では、送信プロセッサ２２０は、１つまたは複数のＵＥのための
データソース２１２からデータを受信し、各ＵＥに対し当該ＵＥから受信されたＣＱＩに
基づいて１つまたは複数の変調および符号化方式（ＭＣＳ）を選択し、各ＵＥに対し当該
ＵＥのために選択されたＭＣＳに基づいてデータを処理（例えば、符号化および変調）し
、すべてのＵＥのためにデータシンボルを提供し得る。送信プロセッサ２２０はまた、シ
ステム情報（例えば、ＳＲＰＩなどについて）および制御情報（例えば、ＣＱＩリクエス
ト、許可、上位レイヤシグナリングなど）を処理し、オーバーヘッドシンボルおよび制御
シンボルを提供し得る。プロセッサ２２０はまた、基準信号（例えば、ＣＲＳ）および同
期信号（例えば、ＰＳＳおよびＳＳＳ）のための基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ
）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ２３０は、適用可能であれば、データシンボル、
制御シンボル、オーバーヘッドシンボル、および／または、基準シンボルに対して空間処
理（例えば、プリコーディング）を実行し、Ｔ個の出力シンボルストリームをＴ個の変調
器（ＭＯＤ）２３２ａ～２３２ｔに提供し得る。各変調器２３２は、出力サンプルストリ
ームを取得するために、それぞれの出力シンボルストリーム（例えば、ＯＦＤＭなどのた
めの）を処理し得る。各変調器２３２は、ダウンリンク信号を取得するために、出力サン
プルストリームをさらに処理（例えば、アナログ変換、増幅、フィルタリング、およびア
ップコンバート）し得る。変調器２３２ａ～２３２ｔからのＴ個のダウンリンク信号は、
Ｔ個のアンテナ２３４ａ～２３４ｔを介して、それぞれ送信され得る。
【００２６】
　[0036]　ＵＥ １２０では、アンテナ２５２ａ～２５２ｒは、基地局１１０および／ま
たは他の基地局からダウンリンク信号を受信し、それぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）２５４ａ
～２５４ｒに受信された信号を提供し得る。各復調器２５４は、入力サンプルを取得する
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ために、その受信された信号を調整（例えば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバート
、およびデジタル化）し得る。各復調器２５４は、受信シンボルを取得するために、入力
サンプル（例えば、ＯＦＤＭなどのための）をさらに処理し得る。ＭＩＭＯ検出器２５６
は、Ｒ個のすべての復調器２５４ａ～２５４ｒからの受信されたシンボルを取得し、適用
可能であれば、受信されたシンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出されたシンボル
を提供し得る。受信プロセッサ２５８は、検出されたシンボルを処理（例えば、復調、お
よび復号）し、ＵＥ １２０のための復号されたデータをデータシンク２６０に提供し、
復号された制御情報およびシステム情報をコントローラ／プロセッサ２８０に提供し得る
。チャネルプロセッサは、ＲＳＲＰ、ＲＳＳＩ、ＲＳＲＱ、ＣＱＩなどを決定し得る。
【００２７】
　[0037]　アップリンクにおいて、ＵＥ １２０では、送信プロセッサ２６４は、データ
ソース２６２からのデータ、およびコントローラ／プロセッサ２８０からの（例えば、Ｒ
ＳＲＰ、ＲＳＳＩ、ＲＳＲＱ、ＣＱＩなどを含む報告のための）制御情報を受信し、処理
し得る。プロセッサ２６４はまた、１つまたは複数の基準信号のための基準シンボルを生
成し得る。送信プロセッサ２６４からのシンボルは、適用可能であれば、ＴＸ ＭＩＭＯ
プロセッサ２６６によってプリコードされ、変調器２５４ａ～２５４ｒ（例えば、ＳＣ－
ＦＤＭ、ＯＦＤＭなどのための）によってさらに処理され、基地局２１０に送信され得る
。基地局１１０では、ＵＥ １２０および他のＵＥからのアップリンク信号は、アンテナ
２３４によって受信され、復調器２３２によって処理され、適用可能であれば、ＭＩＭＯ
検出器２３６によって検出され、さらに受信プロセッサ２３８によって処理されて、ＵＥ
 １２０によって送られた復号されたデータおよび制御情報を取得する。プロセッサ２３
８は、復号されたデータをデータシンク２３９に提供し、また復号された制御情報をコン
トローラ／プロセッサ２４０に提供し得る。基地局１１０は、通信ユニット２４４を含み
、通信ユニット２４４を介してネットワークコントローラ１３０に通信し得る。ネットワ
ークコントローラ１３０は、通信ユニット２９４、コントローラ／プロセッサ２９０、お
よびメモリ２９２を含み得る。
【００２８】
　[0038]　コントローラ／プロセッサ２４０および２８０は、基地局１１０およびＵＥ 
１２０においてそれぞれの動作を指示し得る。基地局１１０におけるプロセッサ２４０お
よび／または他のプロセッサおよびモジュール、および／またはＵＥ １２０におけるプ
ロセッサ２８０および／または他のプロセッサおよびモジュールは、ここで説明される技
法についての処理を行うか、または指示し得る。メモリ２４２および２８２はそれぞれ、
基地局１１０およびＵＥ １２０のためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る。
スケジューラ２４６は、ダウンリンクおよび／またはアップリンクでのデータ送信のため
にＵＥをスケジューリングし得る。
【００２９】
　[0039]　ＵＥ １２０にデータを送信する場合に、基地局１１０は、データ割当サイズ
に少なくとも部分的に基づいてバンドリングサイズ（bundling size）を決定し、決定さ
れたバンドリングサイズのバンドリングされた連続リソースブロック内のデータをプリコ
ーディングするように構成され、ここで、各バンドル（bundle）内のリソースブロックは
、共通プリコーディング行列でプリコーディングされ得る。すなわち、リソースブロック
内のＵＥ－ＲＳのような基準信号および／またはデータは、同じプリコーダを使用してプ
リコーディングされ得る。バンドルされた複数のＲＢの各ＲＢ（リソースブロック）にお
けるＵＥ－ＲＳのために使用される電力レベルはまた、同じものであり得る。
【００３０】
　[0040]　ＵＥ １２０は、基地局１１０から送信されたデータを復号するために相補的
処理（complementary processing）を行うように構成され得る。例えば、ＵＥ １２０は
、連続リソースブロック（ＲＢ）のバンドルにおける、基地局から送信され受信されたデ
ータのデータ割当サイズに基づいてバンドリングサイズを決定するように構成され得、こ
こで、各バンドル内の複数のリソースブロックにおける少なくとも１つの基準信号は、共
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通プリコーディングマトリックスでプリコードされ、基地局から送信された１つまたは複
数の基準信号（ＲＳ）および決定されたバンドリングサイズに基づいて少なくとも１つの
プリコード化チャネルを推定し、推定されたプリコード化チャネルを使用して受信された
バンドルを復号する。
【００３１】
　[0041]　図３は、ＬＴＥにおけるＦＤＤのための例示的なフレーム構造３００を示す。
ダウンリンクおよびアップリンクの各々についての送信タイムラインは、無線フレームの
単位に分割され得る。各無線フレームは、所定の持続時間（例えば、１０ミリ秒（ｍｓ）
）を有し、０～９のインデックスを有する１０個のサブフレームに分割され得る。各サブ
フレームは、２つのスロット３０２を含み得る。そのため、各無線フレームは、０～１９
のインデックスを有する２０個のスロットを含み得る。各スロットは、Ｌ個のシンボル期
間、例えば、ノーマルサイクリックプレフィックス（a normal cyclic prefix）の場合７
個のシンボル期間（図３に示されるように）、または、拡張サイクリックプリフィックス
（an extended cyclic prefix）の場合６個のシンボル期間、を含み得る。各サブフレー
ムにおける２Ｌ個のシンボル期間は、０～２Ｌ－１のインデックスを割り当てられ得る。
【００３２】
　[0042]　ＬＴＥにおいて、ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポートされる各セルのシステム
帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにおけるダウンリンクで一次同期信号（ＰＳＳ）および二次
同期信号（ＳＳＳ）を送信し得る。ＰＳＳおよびＳＳＳは、それぞれ、図３で示されるよ
うに、ノーマルサイクリックプレフィックスを用いた各無線フレームのサブフレーム０お
よび５において、シンボル期間６および５で送信され得る。ＰＳＳおよびＳＳＳは、セル
の探索および捕捉（acquisition）のためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、ｅＮ
Ｂによってサポートされる各セルについて、システム帯域幅にわたってセル固有基準信号
（ＣＲＳ）を送信し得る。ＣＲＳは、各サブフレームの特定のシンボル期間で送信され得
、ＵＥによって、チャネル推定、チャネル品質測定、および／または他の機能を実行する
ために使用され得る。ｅＮＢはまた、特定の無線フレームのスロット１におけるシンボル
期間０から３で物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：Physical Broadcast Channel
）を送信し得る。ＰＢＣＨは、いくつかのシステム情報を搬送し得る。ｅＮＢは、特定の
サブフレームにおける物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）でシステム情報ブロ
ック（ＳＩＢｓ）のような他のシステム情報を送信し得る。ｅＮＢは、サブフレームの第
１のＢ個のシンボル期間における物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）で制御情
報／データを送信し、ここで、Ｂ個は各サブフレームに設定可能であり得る。ｅＮＢは、
各サブフレームの残りのシンボル期間にＰＤＳＣＨ上でトラフィックデータおよび／また
は他のデータを送信し得る。
【００３３】
　[0043]　図４は、ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ、２つの例示的なサブフ
レームフォーマット４１０および４２０を示す。利用可能な時間周波数リソースは、リソ
ースブロックに分割され得る。各リソースブロックは、１つのスロットにおいて１２個の
サブキャリアをカバーし、多くのリソース要素を含み得る。各リソース要素は、１つのシ
ンボル期間において１つのサブキャリアをカバーし、実数値または複素数値であり得る、
１つの変調シンボルを送るために使用され得る。
【００３４】
　[0044]　サブフレームフォーマット４１０は、２つのアンテナ対して使用され得る。Ｃ
ＲＳは、シンボル期間０、４、７、および１１においてアンテナ０および１から送信され
得る。基準信号は、送信機および受信機によってアプリオリに（a priori）知られている
信号であり、パイロットとも呼ばれ得る。ＣＲＳは、例えば、セル識別子（ＩＤ）に基づ
いて生成されるセルに特有の基準信号である。図４では、ラベルＲａを有する所与のリソ
ースエレメントに関して、変調シンボルはそのリソースエレメント上でアンテナａから送
信され、そのリソースエレメント上で他のアンテナから変調シンボルは送信され得ない。
サブフレームフォーマット４２０は、４つのアンテナで使用され得る。ＣＲＳは、シンボ
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ル期間０、４、７、および１１においてアンテナ０および１から、シンボル期間１および
８においてアンテナ２および３から送信され得る。サブフレームフォーマット４１０およ
び４２０の両方について、ＣＲＳは、セルＩＤに基づいて決定され得る、均等に間隔が空
けられたサブキャリアで送信され得る。ＣＲＳは、それらのセルＩＤに依存して、同じま
たは異なるサブキャリア上で送信し得る。サブフレームフォーマット４１０および４２０
の両方について、ＣＲＳのために使用されないリソースエレメントは、データ（例えば、
トラフィックデータ、制御データ、および／または他のデータ）を送信するために使用さ
れ得る。
【００３５】
　[0045]　ＬＴＥにおけるＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、およびＰＢＣＨは、「Evolved Univ
ersal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Physical Channels and Modulation」と題
される、３ＧＰＰ ＴＳ ３６．２１１で説明されており、これは公に入手可能である。
【００３６】
　[0046]　インタレース構造は、ＬＴＥにおけるＦＤＤのためのダウンリンクおよびアッ
プリンクの各々に対して使用され得る。例えば、０～Ｑ－１のインデックスを有するＱ個
のインタレースが定義され、ここで、Ｑは４、６、８、１０、または何らかの他の値に等
しくなり得る。各インタレースは、Ｑ個のフレーム離れた間隔で置かれたサブフレームを
含み得る。具体的には、インタレースｑは、サブフレームｑ、ｑ＋Ｑ、ｑ＋２Ｑ等を含み
、ここで、ｑ∈｛０，．．．，Ｑ－１｝であり得る。
【００３７】
　[0047]　ワイヤレスネットワークは、ダウンリンクおよびアップリンク上でのデータ送
信に関するハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）をサポートし得る。ＨＡＲＱの場合、
送信機（例えば、ｅＮＢ）は、パケットが受信機（例えば、ＵＥ）によって正確に復号さ
れるか、または何らかの他の終了条件が発生するまで、パケットの１つまたは複数の送信
を送り得る。同期ＨＡＲＱの場合、パケットのすべての送信は、単一のインタレースの複
数のサブフレームで送られ得る。非同期ＨＡＲＱの場合、パケットの各送信は、任意の１
つのサブフレームで送られ得る。
【００３８】
　[0048]　１つのＵＥは、複数のｅＮＢのカバレッジ内に置かれ得る。これらのｅＮＢの
うちの１つは、ＵＥにサービスするために選択され得る。サービングｅＮＢは、受信信号
強度、受信信号品質、パスロスなどの様々な基準に基づいて選択され得る。受信信号品質
は、信号対干渉および雑音比（ＳＩＮＲ）、または、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、あ
るいは何らかの他の基準によって定められ得る。ＵＥは、当該ＵＥが、１つまたは複数の
干渉するｅＮＢから高い干渉を観測し得る支配的な（dominant）干渉シナリオで動作し得
る。
【００３９】
　［ＬＴＥ ＭＴＣの電力効率のよい動作の例］
　[0049]　ＬＴＥセルラ技術は、ＭＴＣを用いて使用され得る。ＭＴＣを用いたＬＴＥの
使用についての主な要求は、コストを下げ、且つ低電力にすることである。しかし、いく
つかの場合には、ＭＴＣデバイスは、地下または大きな自然の遮へい物（significant na
tural shielding）がある他のエリアに置かれる。これらのＭＴＣデバイスについて、自
然の遮へい物があったとしても通信を可能にするために、１６０ｄＢまでのリンクバジェ
ットが考慮されている。カバレッジ強化技法（Coverage enhancement techniques）は通
常、電力およびコストを増加させ、また規格および実装に大きな影響を与え得る。現在の
ＬＴＥシステムは、高いスペクトル効率に最適化される。
【００４０】
　[0050]　技法は、エネルギーを節約し、大部分のＭＴＣアプリケーションに対してＬＴ
Ｅを改善するために、ＬＴＥに対する修正について本明細書で提示される。スモールセル
の配置は、カバレッジの問題を解消するために使用され、さらに、ディープスリープ（de
ep sleep）のために電力低減を使用するエネルギー節約技法、アクティブ送信／受信、お
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よびスリープとアクティブとの間の遷移が提供され得る。
【００４１】
　[0051]　いくつかの実施形態では、ＭＴＣデバイスの電力要求は、接続された不連続受
信ライト（Connected Discontinuous Reception lite）（CDRX_lite）と、ディープスリ
ープおよびアクティビティの持続的スケジューリングとによって低減され得る。CDRX_lit
eは、ディープスリープからアクティビティへの遷移中、接続セットアップオーバーヘッ
ド（connection setup overhead）を低減するために利用され得る。
【００４２】
　[0052]　通常の（すなわち、個人の）電話は、１００ＫＨｚのステップサイズをもつラ
スタ（raster）にてセル検索を行う。これは、結果として多くの電力消費をもたらし得る
。ＭＴＣに関して、中心周波数のサポートは、現在、規格に定められた周波数のサブセッ
トになるように制限され得る。例えば、１００ＫＨｚのラスタステップサイズ（raster s
tep size）の代わりに、ＭＴＣデバイスは、より大きい（例えば、２００ＫＨｚ）ラスタ
ステップサイズをサポートすることができる。これは、ＭＴＣデバイスがセルへの接続を
確立する前の初期（initial）セル検索において適用される。これはまた、ＵＥがサービ
ングセルとの接続を失い、同じ周波数で他のセルを検出することができない場合、すなわ
ち、他の周波数を介して検索を行う必要がある場合に、適用されることができる。このラ
スタ制限は、探索時間を低減させ、また標準的な１００ＫＨｚのラスタステップサイズよ
りエネルギーを節約し得る。いくつかの実施形態では、オフからアクティビティへの遷移
のときの初期周波数ラスタ探索が低減される。要求される起動電力は、デバイスがアクテ
ィベート（起動）するときに、デバイスによって行われるラスタ探索を低減することによ
って低減され得る。通常のＵＥは、アクティベートされるときに１００ｋＨｚラスタごと
に探索を行う。ＭＴＣデバイスの場合、ラスタサポートは、より早い探索および低減され
た電力消費を可能にするために、制限された数に低減され得る。ＭＴＣデバイスの場合、
各領域のために１つの帯域のみがサポートされるか、または複数のＭＴＣ帯域がサポート
される場合に、帯域ごとに１つのキャリア周波数がサポートされ得る。
【００４３】
　[0053]　ＭＴＣデバイスについて、要求されるラスタサポートを低減させるためにＭＴ
Ｃデバイスのための規格文書内で、ラスタサポートについての要件は、標準的な（すなわ
ち、ＭＴＣでない）デバイスについての規格において定義されたラスタのサブセットまで
縮小され得る。ラスタサポートについての要件がその規格文書において縮小されない場合
、ＭＴＣデバイスは、低減されたラスタ値またはラスタ値の範囲のマニュアル構成を可能
にし得る。
【００４４】
　[0054]　いくつかの実施形態では、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、物
理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、及び物理ＨＡＲＱインジケ
ータチャネル（ＰＨＩＣＨ）は、コストとエネルギーの両方の節約のために削除され得る
。CDRX_liteでは、全てのＰＵＣＣＨおよびＰＣＦＩＣＨ／ＰＨＩＣＨがコストとエネル
ギーの両方の節約のために削除され得る。チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告は、標準的な
ＬＴＥ ＣＳＩ報告データレートよりも、より遅いデータレートにセットされ、適応変調
およびコーディング（ＡＭＣ：Adaptive Modulation and Coding）は、チャネル状態に適
応するために利用され、送信においてより低い電力レベルを可能にし得る。
【００４５】
　[0055]　いくつかの実施形態では、ＭＴＣデバイスは、持続的スケジューリングされた
（ＰＳ）通信のためのトラフィック要求（例えば、アップリンクまたはダウンリンクトラ
フィック要求）およびサービスタイプ（ service type）をシグナリングし得る。図５は
、本開示の特定の態様に従ったＰＳチャネルの例を図示する。図５で見られるように、ア
クティブ（activation）の短い期間５０２が、それらの間のディープスリープモードの長
い期間とともに存在し得る。オプションのプリウェイクアップ期間（pre-wake up period
s）５０４が図示され、粗いタイマのタイミング不確実性（coarse timer’s timing unce
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rtainty）がこれらのプリウェイクアップ期間で訂正され得る。
【００４６】
　[0056]　ＰＳデータを有するCDRX_liteは、トラフィック要求および持続的スケジュー
リングのために初期セットアップ（initial setup）を行うことによって電力消費を低減
させる。ＭＴＣを実行するデバイスは、サービングｅノードＢ（ｅＮＢ）に、ダウンリン
ク（ＤＬ）およびアップリング（ＵＬ）トラフィック到着率、遅延許容量、トラフィック
サイズなどを含む、そのトラフィック要求についてシグナリングする。通常のデータにつ
いてＰＳを用いた各アクティブセッションのためにCDRX_liteを利用することによって、
アクティブな電力消費は低減され得る。ＵＬ割当をモニタリングすることまたはＨＡＲＱ
再送信のためにアクティベートすることは必要とされ得ない。デバイスは、直接データ受
信／送信を行い、次に、ディープスリープに戻る遷移を行い得る。このベーシックなＰＳ
チャネルは、基本ＰＳチャネル（fundamental PS channel）と呼ばれ得る。
【００４７】
　[0057]　いくつかの実施形態では、補足持続的スケジューリングされた（Ｓ－ＰＳ：Su
pplemental Persistently Scheduled）チャネル設計変更が考慮される。図６は、本開示
の特定の態様に従った、補足のＳ－ＰＳチャネルの例を図示する。図６で見られるように
、Ｓ－ＰＳチャネルは、追加の（補足の）データ６０２が送信されなければならないとき
にのみアクティベートされる。
【００４８】
　[0058]　いくつかの実施形態では、持続的スケジュールされた通信は、通常のデータ（
例えば、ＭＴＣデバイスへ定期的に送信されるデータおよび基地局へＭＴＣデバイスによ
って定期的に送信されるデータ）の到着率に基づいてＭＴＣトラフィックのために常に利
用可能である。Ｓ－ＰＳは、接続セットアップ中に、ＭＴＣデバイスのために構成され得
るが、遅延許容性（delay-tolerant）、補足ＤＬ／ＵＬデータの到着に従って必要に応じ
てアクティベートされる。
【００４９】
　[0059]　いくつかの実施形態では、補足チャネルのためのシグナリングは、基本ＰＳチ
ャネルと同じサブフレームにおいて、またはページングの際に、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣ
Ｈ情報を送信することによって行われ得る。補足チャネルをアクティベートするためのシ
グナリングは、ＰＳ機会に送信されるデータチャネルの１つまたは複数のビットを備え得
る。代替では、補足チャネルは、基本チャネル内に情報を含む（すなわち、チャネルをア
クティベートする）ことによってシグナリングされ得、例えば、媒体アクセス制御（ＭＡ
Ｃ）ヘッダ内の情報が、必要なときに補足チャネルをセットアップするように使用される
ことができる。
【００５０】
　[0060]　いくつかの実施形態では、電力要求は、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）を用いずに動作することによって、低減される。送信は、アクティブな送信／受信時間
を低減するためにＨＡＲＱを用いることなく行われ、そのため、要求される電力が低減す
る。いくつかの実施形態では、チェイス結合（Chase combining）は、ＨＡＲＱが削除さ
れる場合に使用される。
【００５１】
　[0061]　いくつかの実施形態では、受信機がオフにされるディープスリープ期間が提供
される。ＭＴＣトラフィックのデューティーサイクルに基づいて、ＭＴＣデバイスは、時
間の大部分でディープスリープモードであり得る。ＭＴＣデバイスは、要求される電力を
低減するために、ディープスリープ期間中にモデムを完全にシャットオフし得る。粗いク
ロック（coarse clock）は、次のアクティブ（activation）期間のためにタイミングを維
持するために起動する（runs）。ディープスリープ期間中に、測定は行われず、また報告
も発生しない。また、ディープスリープ期間中に、ページングのモニタリングも行われな
い。例えば数分または数時間のような長いスリープサイクルは、ＭＴＣデバイスに実装さ
れ得る。
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【００５２】
　[0062]　いくつかの実施形態では、緊急性のあるデータ（urgent data）は、スケジュ
ーリングされた動作間のランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）／ページングによって処
理され得る。CDRX_lite + RACH／ページングは、通常のデータ送信のための持続的スケジ
ューリングを可能にするために利用され、一方、緊急性のある不規則なデータの到着はＲ
ＡＣＨ／ページングに依存し、不規則な遅延許容量（delay-tolerant irregular）または
補足データは、補足チャネル上でオプションで送信され得る。
【００５３】
　[0063]　持続的スケジューリングされた送信は、到着率および最小のデータレートに基
づいてＭＴＣトラフィックに常に利用可能である。緊急性のある追加のトラフィックは、
下記の方法でＲＡＣＨまたはページングを使用して送信され得る。緊急性のあるＤＬデー
タについて、ＭＴＣデバイスは、受信すべきＤＬデータがあるかどうかを決定するために
（すなわち、ＭＴＣデバイスへと向けられたページを検出することによって）ページング
チャネルをモニタリングし得る。セルラベースユニット（cellular base unit）がＭＴＣ
デバイスに送るための追加のまたは緊急性のあるデータを有するときに、ベースユニット
は、ページングチャネル上でＭＴＣデバイスへアドレスされたページを送信し得る。ＭＴ
Ｃデバイスがそれ自体にアドレスされたページを検出するとき、ＭＴＣデバイスは、追加
のまたは緊急性のあるデータを受信するために、モデム、送信機、または受信機をアクテ
ィベートにするかまたはアクティブ（activation）を維持し得る。スケジューリング情報
は、所定の補足チャネルで、あるいは物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）また
は強化された物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ：evolved Physical Downlin
k Control Channel）許可で送信され得る。
【００５４】
　[0064]　図７は、本開示の特定の態様に従った、ＲＡＣＨ／ページングを使用する緊急
トラフィックの処理を図示する。図７で見られるように、セルラベースユニットは、緊急
ＤＬトラフィックのためにページング周期を維持し、ＭＴＣデバイスは、緊急ＵＬトラフ
ィックを送信するためにＲＡＣＨ ７０２を利用する。緊急ＵＬデータについて、ＭＴＣ
デバイスは、ベースユニットからの接続をトリガするためにＲＡＣＨ信号を送り得る。緊
急ＵＬデータについてベースユニットからの接続をトリガするとき、ＭＴＣデバイスのた
めの無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）がＰＳ基本チャネル時間以外で再利用され
る場合に、ＭＴＣデバイスは、ネットワークに接続するためにＲＡＣＨプロシージャ（RA
CH procedure）においてそのユニークアイデンティティを明らかに示し（reveal）得る。
第２のオプションは、そのＲＮＴＩのみを示す（reveal）ためにＭＴＣを構成することで
あり、ネットワークは、基本チャネルから独立した送信としてこれを扱うことができる。
【００５５】
　[0065]　図８は、本開示の特定の態様に従ったセルラネットワーク内のＭＴＣデバイス
の動作を図示する。図８で見られるように、ＭＴＣデバイスは、短い時間期間５０２のた
めだけにアクティブであり、ローカルセルによってそれに割り当てられるサブフレームに
同期化される。図８はまた、通常のデータおよび緊急性のあるデータ７０２の両方に対す
る処理の例を図示する。
【００５６】
　[0066]　いくつかの実施形態では、いくつかのＭＴＣデバイスにおいて削減された受信
アンテナのために、周波数ホッピングは、送信ダイバーシティのオーダ（order）を増加
させるためにサブフレーム内で使用され得る。周波数は、サブフレーム内でおよびサブフ
レーム境界を越えてホッピングされ得る。
【００５７】
　[0067]　図９は、本開示の特定の態様に従った、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス
通信のための動作９００の例を図示する。動作９００は、持続的スケジューリング（ＰＳ
）での使用のために、基地局（ＢＳ）に、ＵＥについての１つまたは複数のトラフィック
要求に関する情報をシグナリングすることによって、９０２で開始し得る。９０４におい
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て、ＵＥは、当該ＵＥについてのトラフィックの１つまたは複数のＰＳ機会を示すシグナ
リングをＢＳから受信し得る。９０６において、ＵＥは、トラフィックが予期されないと
きに、ＰＳ機会とＰＳ機会との間に１つまたは複数の無線コンポーネントをパワーダウン
し得る。９０８において、ＵＥは、ＰＳ機会のために無線コンポーネントをパワーオンし
得る。
【００５８】
　[0068]　図１０は、本開示の特定の態様に従った、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通
信のための動作１０００の例を図示する。動作１０００は、ユーザ機器（ＵＥ）のための
１つまたは複数のトラフィック要求についての情報を受信することによって、１００２で
開始し得る。１００４において、基地局は、受信された情報に基づいて生成される、ＵＥ
がトラフィックを送るまたは受信する１つまたは複数の持続的スケジューリング（ＰＳ）
機会に関する情報を、ＵＥにシグナリングし得る。そして１００６において、基地局は、
当該ＰＳ機会のうちの少なくとも１つのＰＳ機会中、ＵＥとデータを交換し得る。
【００５９】
　[0069]　図１１は、本開示の特定の態様に従った、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のための動作１１００の例を図示する。動作１１００は、パワーオフ状態からＵＥ
をパワーアップすることによって、１００２において開始し得る。１００４において、Ｕ
Ｅは、１つまたは複数の無線コンポーネントをパワーオンした後に、規格によって定義さ
れた全周波数ラスタセットのうちの１つのサブセットである制限された周波数ラスタセッ
トを探索し得る。
【００６０】
　[0070]　前述された方法の様々な動作は、対応する機能を実行することができる任意の
適切な手段によって実行され得る。手段は、回路、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、
またはプロセッサを含むがそれらに限定されない、様々なハードウェアおよび／またはソ
フトウェア／ファームウェアコンポーネント、並びに／あるいはモジュールを含み得る。
一般に、図面に例示された動作が存在する場合、これらの動作は、任意の適切な同じ符番
を付された対応するミーンズプラスファンクションコンポーネントによって行われること
ができる。
【００６１】
　[0071]　当業者は、情報および信号が、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用
して表され得ることを理解するだろう。例えば、上記説明の全体にわたって参照され得る
データ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流
、電磁波、磁場または磁性粒子、光場または光粒子、あるいはこれらの組み合わせによっ
て表され得る。
【００６２】
　[0072]　当業者はさらに、本明細書の開示と関連して説明される様々な例示的な論理ブ
ロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップが電子ハードウェア、ソフトウ
ェア／ファームウェア、またはそれらの組み合わせとして実装され得ることを理解するだ
ろう。ハードウェアおよびソフトウェアの互換性を明確に例示するために、様々な例示的
なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、一般にそれらの機
能の観点から上記で説明されている。このような機能が、ハードウェアとして実現される
かソフトウェア／ファームウェアとして実現されるかは、特定のアプリケーションおよび
システム全体に課せられる設計制約に依存する。当業者は、各々の特定のアプリケーショ
ンに関して、多様な方法で説明された機能を実装し得るが、このような実装の決定は、本
開示の範囲からの逸脱を引き起こしていると解釈されるべきではない。
【００６３】
　[0073]　本明細書の開示に関連して説明された、様々な例示的な論理ブロック、モジュ
ール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他
のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理、ディス
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クリートハードウェアコンポーネント、あるいは、本明細書で説明された機能を実行する
ように設計されたこれらの任意の組み合わせで実装または実行され得る。汎用プロセッサ
はマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ
、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサ
はまた、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコア
と連動した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成の組
み合わせのような、コンピューティングデバイスの組み合わせとして実装され得る。
【００６４】
　[0074]　本明細書の開示に関連して説明されたアルゴリズムまたは方法のステップは、
直接的にハードウェアで、プロセッサによって実行されるソフトウェア／ファームウェア
モジュールで、またはそれらの組み合わせで具現化され得る。ソフトウェア／ファームウ
ェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ
、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、位相変更メモリ、レジスタ、ハードディスク、リム
ーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野で知られている任意の他の形態の記
憶媒体に存在し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサがこの記憶媒体から情報を読み取
り、またこの記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合される。
代替として、記憶媒体はプロセッサに統合され得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩ
Ｃに存在し得る。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内に存在し得る。代替として、プロセッサおよ
び記憶媒体は、ユーザ端末内に別個のコンポーネントとして存在し得る。
【００６５】
　[0075]　１つまたは複数の例示的な設計において、説明された機能は、ハードウェア、
ソフトウェア／ファームウェア、またはそれらの組み合わせで実装され得る。ソフトウェ
アで実装される場合、これらの機能は、コンピュータ読取可能な媒体上で、１つまたは複
数の命令またはコードとして送信または記憶され得る。コンピュータ読取可能な媒体は、
１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含
む通信媒体とコンピュータ記憶媒体との両方を含む。記憶媒体は、汎用コンピュータまた
は専用コンピュータによってアクセスできる任意の利用可能な媒体であり得る。制限され
ない例として、そのようなコンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯ
Ｍ、ＣＤ／ＤＶＤまたは他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁
気記憶デバイス、あるいは、汎用コンピュータまたは専用コンピュータ、あるいは、汎用
プロセッサまたは専用プロセッサによってアクセスされることができ、命令またはデータ
構造の形で所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得るいずれ
かの他の媒体を備え得る。また、任意の接続は、厳密にはコンピュータ読取可能記憶媒体
と称され得る。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイス
トペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のよう
なワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信さ
れる場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線
、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書
で使用される場合、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（
ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ
）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイ（登録商標）ディスクを含み、こ
こで、ディスク（disks）は、通常磁気的にデータを再生し、一方ディスク（discs）は、
レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ読
取可能な媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００６６】
　[0076]　本開示の先の説明は、当業者が本開示を実行または使用することを可能にする
ために提供される。本開示に対する様々な変更は、当業者には容易に明らかであり、本明
細書で定義された一般的な原理は、本開示の精神または範囲から逸脱することなく他の変
形例に適用され得る。従って、本発明は、本明細書に示される例示的な実施形態に限定さ
れることを意図されるものではなく、本明細書に開示される原理および新規な特徴と一致
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する最も広い範囲を与えられるべきものである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　持続的スケジューリング（ＰＳ）での使用のために、基地局（ＢＳ）に、前記ＵＥにつ
いての１つまたは複数のトラフィック要求に関する情報をシグナリングすることと、
　前記ＵＥについてのトラフィックの１つまたは複数のＰＳ機会を指示するシグナリング
を前記ＢＳから受信することと、
　トラフィックが予期されないときに、ＰＳ機会とＰＳ機会との間に１つまたは複数の無
線コンポーネントをパワーダウンすることと、
　前記ＰＳ機会のために前記無線コンポーネントをパワーオンすることと、
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記情報は、予期されるダウンリンクおよびアップリンクトラフィック到着率、遅延許
容量、またはトラフィックサイズのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記無線コンポーネントがＰＳ機会とＰＳ機会との間にパワーダウンされる間、
　ＵＬ割当についてモニタリングすることと、
　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）の再送のためにウェイクアップすることと、
　物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）をモニタリングすることと、
　のうちの１つまたは複数を実行することを控えることをさらに備える、Ｃ１に記載の方
法。
［Ｃ４］
　次のＰＳ機会の前にＵＥが送るまたは受信するトラフィックを検出することと、
　次のＰＳ機会の前にＵＥが送るまたは受信する前記トラフィックのために前記無線コン
ポーネントに対しパワーオンするかまたは電力を維持することと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記検出することは、前記ＢＳからトラフィックの指示を受信することを備える、Ｃ４
に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記トラフィックの指示は、前記ＢＳによって前記ＰＳ機会のうちの１つと同じサブフ
レーム内で提供される、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記トラフィックの指示は、ダウンリンク物理制御チャネル、または前記ＰＳ機会にお
いて送信されるデータチャネルの１つまたは複数のビットと、
　のうちの少なくとも１つにおいて提供される、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記検出することは、前記ＵＥのためのダウンリンクデータを指示するページを検出す
ることを備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記ダウンリンクデータについての情報をスケジューリングすることは、物理ダウンリ
ンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または発展型ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）のうちの少な
くとも１つにおいて提供される、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　次のＰＳ機会の前に送るまたは受信する前記トラフィックは、アップリンクデータを備
え、
　前記ＵＥは、前記ＢＳに前記アップリンクデータをシグナリングするためにランダムア
クセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行する、
　Ｃ４に記載の方法。



(19) JP 6321040 B2 2018.5.9

10

20

30

40

50

［Ｃ１１］
　前記ＵＥは、前記ＲＡＣＨプロシージャを通して前記ＵＥのユニークアイデンティティ
を示す、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記無線コンポーネントをパワーオンした後に、規格によって定義された全周波数ラス
タセットのうちの１つのサブセットである制限された周波数ラスタセットを探索すること
、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　次のＰＳ機会中、持続的スケジューリングされないリソースにおいて前記ＵＥが送るま
たは受信するトラフィックを検出することと、
　前記次のＰＳ機会中、持続的スケジューリングされないリソースにおいて前記ＵＥが送
るまたは受信する前記トラフィックのために前記無線コンポーネントに対しパワーオンす
るかまたは電力を維持することと、
　さらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　次のＰＳ機会中、持続的スケジューリングされないリソースにおいて前記ＵＥが送るま
たは受信する前記トラフィックは、アップリンクデータを備え、前記方法はさらに、
　前記ＢＳに前記アップリンクデータをシグナリングするためにランダムアクセスチャネ
ル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行することと、
　前記ＲＡＣＨプロシージャにおいて前記ＵＥのランダムネットワーク一時識別子（ＲＮ
ＴＩ）を示すことと、
　を備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　持続的スケジューリング（ＰＳ）での使用のために、基地局（ＢＳ）に、前記装置に
ついての１つまたは複数のトラフィック要求に関する情報をシグナリングすることと、
　　前記装置についてのトラフィックの１つまたは複数のＰＳ機会を指示するシグナリン
グを前記ＢＳから受信することと、
　　トラフィックが予期されないときに、ＰＳ機会とＰＳ機会との間に１つまたは複数の
無線コンポーネントをパワーダウンすることと、
　　前記ＰＳ機会のために前記無線コンポーネントをパワーオンすることと、
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える、装置。
［Ｃ１６］
　前記トラフィック要求についての情報は、予期されるダウンリンクおよびアップリンク
トラフィック到着率、遅延許容量、またはトラフィックサイズのうちの少なくとも１つを
備える、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記無線コンポーネントがＰＳ機会とＰＳ機会との間にパワーダウンされる間、前記装
置は、
　ＵＬ割当についてモニタリングすることと、
　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）の再送のためにウェイクアップすることと、
　物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）をモニタリングすることと、
　のうちの１つまたは複数を控える、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　次のＰＳ機会の前に前記ＵＥが送るまたは受信するトラフィックを検出することと、
　次のＰＳ機会の前に前記ＵＥが送るまたは受信する前記トラフィックのために前記無線
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コンポーネントに対しパワーオンするかまたは電力を維持することと、
　を行うように構成される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記検出することは、前記ＢＳからトラフィックの指示を受信することを備える、Ｃ１
９に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記トラフィックの指示は、前記ＢＳによって前記ＰＳ機会のうちの１つと同じサブフ
レーム内で提供される、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記トラフィックの指示は、ダウンリンク物理制御チャネル、または前記ＰＳ機会にお
いて送信されるデータチャネルの１つまたは複数のビット、
　のうちの少なくとも１つにおいて提供される、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記検出することは、前記装置のためのダウンリンクデータを指示するページを検出す
ることを備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記ダウンリンクデータのための情報をスケジューリングすることは、物理ダウンリン
ク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または発展型ＰＤＣＣＨのうちの少なくとも１つにおいて
提供される、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　次のＰＳ機会の前に送るまたは受信する前記トラフィックは、アップリンクデータを備
え、
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　　前記ＢＳに前記アップリンクデータをシグナリングするためにランダムアクセスチャ
ネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行すること、
　を行うように構成される、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、前記ＲＡＣＨプロシージャを通して前記装
置のユニークアイデンティティを示すことを行うように構成される、Ｃ２４に記載の装置
。
［Ｃ２６］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　前記無線コンポーネントをパワーオンした後に、規格によって定義された全周波数ラス
タセットのうちの１つのサブセットである制限された周波数ラスタセットを探索すること
、
　を行うように構成される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　次のＰＳ機会中、持続的スケジューリングされないリソースにおいて前記装置が送るま
たは受信するトラフィックを検出することと、
　次の機会中 、持続的スケジューリングされないリソースにおいて前記装置が送るまた
は受信する前記トラフィックのために前記無線コンポーネントに対しパワーオンするかま
たは電力を維持することと、
　を行うように構成される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２８］
　次のＰＳ機会中、持続的スケジューリングされないリソースにおいて前記装置が送るま
たは受信する前記トラフィックは、アップリンクデータを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　前記ＢＳに前記アップリンクデータをシグナリングするためにランダムアクセスチャネ
ル（ＲＡＣＨ）プロシージャを実行することと、
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　前記ＲＡＣＨプロシージャにおいて前記装置のランダムネットワーク一時識別子（ＲＮ
ＴＩ）を示すことと、
　を行うように構成される、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　持続的スケジューリング（ＰＳ）での使用のために、基地局（ＢＳ）に、前記装置につ
いての１つまたは複数のトラフィック要求に関する情報をシグナリングするための手段と
、
　前記装置についてのトラフィックの１つまたは複数のＰＳ機会を指示するシグナリング
を前記ＢＳから受信するための手段と、
　トラフィックが予期されないときに、ＰＳ機会とＰＳ機会との間に無線コンポーネント
をパワーダウンするための手段と、
　前記ＰＳ機会のために前記無線コンポーネントをパワーオンするための手段と、
　を備える、装置。
［Ｃ３０］
　命令を備える非一時的なコンピュータ読取可能媒体を備えるコンピュータプログラム製
品であって、前記命令は、
　持続的スケジューリング（ＰＳ）での使用のために、基地局（ＢＳ）に、前記コンピュ
ータについての１つまたは複数のトラフィック要求に関する情報をシグナリングすること
と、
　前記コンピュータについてのトラフィックの１つまたは複数のＰＳ機会を指示するシグ
ナリングを前記ＢＳから受信することと、
　トラフィックが予期されないときに、ＰＳ機会とＰＳ機会との間に無線コンポーネント
をパワーダウンすることと、
　前記ＰＳ機会のために前記無線コンポーネントをパワーオンすることと、
　を行うように実行可能である、コンピュータプログラム製品。
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